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153 翻訳から見る村上春樹の文体

は
じ
め
に

　

村
上
春
樹
は
小
説
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
産
な
翻
訳
者
で
も
あ
る
。

一
九
七
九
年
に
『
風
の
歌
を
聴
け
』（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
七
月
）
で

群
像
新
人
文
学
賞
を
受
賞
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
二
ヶ
月
後
に
は
、
翻
訳
の

活
動
を
も
開
始
し
た
。『
カ
イ
エ
』
一
九
七
九
年
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た

ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
短
編
『
哀
し
み
の
孔
雀
』
が
、
最

初
の
翻
訳
作
品
で
あ
る
。「
小
説
書
く
よ
り
翻
訳
し
て
た
ほ
う
が
楽
し
い
。

最
初
に
『
風
の
歌
を
聴
け
』
と
い
う
小
説
を
書
い
て
『
群
像
』
新
人
賞
を

と
っ
て
何
が
う
れ
し
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
で
翻
訳
が
思
う
存
分
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
だ
か
ら
す
ぐ
に
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
訳

し
た
ん
で
す
よ
」１
と
、
村
上
は
翻
訳
へ
の
熱
情
を
語
っ
て
い
る
。
一
九

八
一
年
五
月
、
中
央
公
論
社
よ
り
翻
訳
書
『
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー　

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
作
品
集
』
が
刊
行
さ
れ
、
二
年
後
に
レ
イ
モ
ン

ド
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー
作
品
集
『
ぼ
く
が
電
話
を
か
け
て
い
る
場
所
』（
中
央

公
論
社
、
一
九
八
三
年
七
月
）
が
出
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
以
降
、
村
上
は
小
説
の
創
作
と
並
行
し
て
、
ア
メ
リ
カ
文

学
の
新
訳
を
行
い
続
け
て
い
る

２
。
二
〇
〇
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
サ
リ
ン

ジ
ャ
ー
長
編
の
新
訳
『
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
・
イ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
』（
白
水
社
、

二
〇
〇
三
年
四
月
）
を
皮
切
り
に
、
村
上
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の

『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』（
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）、

レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
『
ロ
ン
グ
・
グ
ッ
ド
バ
イ
』（
早
川
書

翻
訳
か
ら
見
る
村
上
春
樹
の
文
体

�

─
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
を
中
心
と
し
て

─

肖　

禾
子
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房
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
ト
ル
ー
マ
ン
・
カ
ポ
ー
テ
ィ
の
『
テ
ィ
フ
ァ

ニ
ー
で
朝
食
を
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の

『
さ
よ
な
ら
、
愛
し
い
人
』（
早
川
書
房
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）、『
リ
ト

ル
・
シ
ス
タ
ー
』（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
早
川
書
房
）、『
大
い
な
る
眠

り
』（
二
〇
一
二
年
一
二
月
、
早
川
書
房
）、『
高
い
窓
』（
二
〇
一
四
年
一

二
月
、
早
川
書
房
）、『
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
』（
早
川
書
房
、
二
〇
一
六
年
一

二
月
）
な
ど
を
翻
訳
し
た
。
実
際
に
そ
れ
ら
の
訳
本
を
読
む
と
分
か
る
こ

と
だ
が
、
村
上
の
翻
訳
は
、
忠
実
で
あ
る
と
同
時
に
流
暢
で
分
か
り
や
す

い
日
本
語
の
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

　

村
上
自
身
が
い
つ
も
言
っ
て
い
る

３
よ
う
に
、
翻
訳
は
彼
の
文
学
の
師

で
あ
っ
て
、
彼
は
英
文
学
翻
訳
を
通
し
て
、
文
章
に
つ
い
て
、
優
れ
た
文

章
の
仕
組
み
や
原
理
な
る
も
の
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
村
上

翻
訳
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』４
を
題
材

に
し
て
、
野
崎
孝
訳
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』５
と
の
比
較
を
行
い

な
が
ら
、
村
上
翻
訳
の
水
準
を
評
価
し
、
村
上
の
翻
訳
に
は
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
る
の
か
を
見
て
い
く
。
ま
た
、
翻
訳
作
品
と
は
い
え
、
村
上
の

翻
訳
は
「
村
上
的
」
な
文
章
と
思
わ
れ
る
特
質
を
体
現
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
文
章
の
特
質
へ
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
村
上
文
体
の
特
徴
を
整
理

し
、
村
上
文
体
の
魅
力
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
村
上
文
体
の
原
点

で
あ
る
『
風
の
歌
を
聴
け
』
の
創
作
過
程
を
見
て
、
村
上
文
章
の
精
髄
を

突
き
止
め
る
。
そ
の
上
で
、
村
上
文
体
が
「
翻
訳
文
体
」
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
の
意
味
、
夏
目
漱
石
や
志
賀
直
哉
な
ど
の
近
現
代
文
学
者
た
ち
の

「
翻
訳
文
体
」、
お
よ
び
日
本
近
現
代
文
学
と
近
現
代
日
本
語
の
「
翻
訳
」

に
か
か
わ
る
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、
村
上
の
「
新
し
い
文
体
」
の
生
成
を

総
合
的
に
評
価
す
る
。

１
　
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
文
体
と
翻
訳
の
困
難
さ

　

ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
代
表
作
、
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
文

学
の
最
高
峰
の
一
つ
と
評
価
さ
れ
う
る
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』６

は
一
九
二
五
年
四
月
に
出
版
さ
れ
た
。

　

N
icolas Tredell

７
の
評
価
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は

「
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
」
と
い
う
「
ア
メ
リ
カ
神
話
」
を
作
っ
た
伝
説
の
作
家
と

評
さ
れ
る
者
で
あ
り
、
享
楽
と
冒
険
と
敗
北
の
「
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
」
と

呼
ば
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
一
九
二
〇
年
代
を
象
徴
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

Tredell

に
よ
れ
ば
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
最
も

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
か
つ
有
力
な
小
説
で
あ
り
続
け
て
お
り
、
無
限
の
解
釈
を
生

み
出
す
こ
と
の
で
き
る
芸
術
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
作
家
の
言
語

は
、
多
様
な
情
報
源
か
ら
生
ま
れ
た
複
合
的
な
産
物
で
あ
っ
て
、
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
詩
、
聖
書
と
キ
リ
ス
ト
教
的
な
談
話
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ジ
ョ

イ
ス
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
散
文
、
一
九
二
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
ス
ラ
ン
グ
と

い
っ
た
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の
特
徴
を
持
つ
言
葉
が
、
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『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
リ
ソ
ー
ス
と
な
っ
た
とTredell

は
述
べ
る
。
彼
に

よ
れ
ば
、
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
な
ど
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
作
家
か
ら
深
い
影

響
を
受
け
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
中
で
、
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
言
語
を
使
い
な
が
ら
、
二
〇
世
紀
の
ロ
マ
ン
主
義
を
更
新
す

る
有
意
性
を
富
ん
だ
文
章
を
作
っ
た
。

　

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
ロ
マ
ン
主
義
に
関
し
て
、Robert 

O
rnstein

８
は
、
初
期
作
品
の
中
に
あ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
衝
動
や
ナ

イ
ー
ブ
な
感
覚
が
、
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
洞
察
に
覆
い
隠
さ
れ
た
ゆ
え
に
減

損
さ
れ
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
魅
力
が
ま
さ
に
、
作
家
の
風
刺
的
で
あ
り

な
が
ら
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
も
あ
る
混
合
的
な
気
質
に
由
来
す
る
と
言
う
。

O
rnstein

に
よ
る
と
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
語
り
手
ニ
ッ
ク
に
お
い
て
、

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
成
熟
し
た
認
識
法
、
つ
ま
り
常
に
相
対
立
す
る

観
念
や
存
在
を
同
時
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
現
れ
た
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
文
体
を
「
二
重
性
の
文
体
（dualistic style
）」
と
定

義
す
る
田
坂
崇
の
論
点
と
共
通
し
て
い
る
。

　

田
坂

９
は
、
主
人
公
ニ
ッ
ク
の
発
想
法
に
着
眼
し
、
そ
の
後
「
こ
の
よ

う
な
心
の
在
り
方
、
物
の
見
方
、
す
な
わ
ち
あ
る
対
象
を
内
と
外
か
ら
同

時
に
眺
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
魅
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
反
撥
を
も
感
じ
る
と

い
う
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
態
度
、
い
う
な
れ
ば
極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
で

か
つ
重
要
な
、
こ
の
視
点
の
二
重
性
は
ニ
ッ
ク
の
人
生
に
対
す
る
態
度
に

と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
発
想
法
に
密
接
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
の
作
品
の
語
り
方
に
潜
ん
で
い
る
」
と
い
う
文
体
の
二
重
性
に
辿

り
着
い
た
。
田
坂
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
口
語
文
体
を
用
い
た
同

時
代
の
作
家
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
と
違
っ
て
、
ロ
マ
ン
派
の
詩
の
言
語
を
小

説
に
持
ち
込
も
う
と
し
た
作
家
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
文
体
の
根
本
的
な
特
性
、
ま
た
は
作
家
の
基
本
的
な
認
識
パ
タ
ー
ン
を
、

「
相
対
立
す
る
概
念
の
結
合
か
ら
生
ま
れ
る
」「
二
重
の
文
体
」
と
評
価
し

た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
二
重
性
の
文
体
は
、
機
知
に
富
ん
だ
文
章
を
書
く
作
家
の
思
索
的

な
性
格
と
切
り
離
せ
な
い
。N

icole Guetin

10
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
物
語
戦
略
は
超
越
的
か
つ
普
遍
的
な
テ
ー
マ
や
、
人
間
の

本
質
に
関
す
る
深
い
哲
学
的
な
追
究
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
彼
の
叙
述
の

プ
ロ
セ
ス
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
、
人
間
存
在
に
関
す

る
形
而
上
学
的
な
ジ
レ
ン
マ
を
喚
起
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
や
コ
ン
セ
プ
ト
に

拠
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
で
は
な
く
、
作

家
の
超
越
的
な
も
の
と
普
遍
的
な
も
の
へ
の
関
心
が
『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の

精
髄
で
あ
る
とGuetin

は
言
う
。N

icolas Tredell

11
も
、
ニ
ッ
ク
が
常

に
思
慮
深
く
物
事
の
外
見
と
本
当
の
現
実
の
弁
別
を
行
う
一
種
の
哲
学
者

気
質
の
ナ
レ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
不
条
理
な
世
界
に
意
味
を
掴
も
う
と
し
、

分
析
と
調
査
を
遂
行
す
る
実
存
主
義
者
で
も
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、

Tredell
に
よ
る
と
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
的
な
理
想
主
義
か

ら
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
ベ
イ
カ
ー
の
普
遍
的
な
懐
疑
主
義
ま
で
、
様
々
な
哲
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イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
観
念
へ
の
観
察
と
判
断
に
優
れ
て
い
る
。M

arius 
Bew

ley

14
は
『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
分
析
を
通
し
て
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

ル
ド
作
品
か
ら
見
ら
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
体
験
と
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー

ム
」
に
関
す
る
批
判
的
な
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
が

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
に
ま
つ
わ
る
問
題
を
凝
縮
的
に
体
現
し
た

作
品
で
あ
り
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
悲
劇
を
通
し
て
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー

ム
」
に
あ
る
根
本
的
な
歪
み
が
暴
露
さ
れ
た
とBew

ley

は
述
べ
、
こ
の

作
品
を
、
ア
メ
リ
カ
文
学
の
中
で
も
っ
と
も
壊
滅
的
で
威
力
の
あ
る
ク
リ

テ
ィ
シ
ズ
ム
・
批
判
性
を
提
供
し
た
も
の
と
評
価
し
た
。Robert 

O
rnstein

15
も
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
が
単
な
る
「
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
」
の

年
代
記
で
は
な
く
、
腐
敗
し
た
社
会
に
あ
る
ナ
イ
ー
ブ
な
「
ア
メ
リ
カ

ン
・
ド
リ
ー
ム
」
へ
の
裏
切
り
で
も
あ
る
と
い
う
読
解
を
示
し
た
。

　
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
、
日
本
語
へ
の
最
初
の
翻
訳
者
は
野

崎
孝
（『
偉
大
な
る
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』、
研
究
社
、
一
九
五
七
年
一
月
）
と
、

大
貫
三
郎
（『
華
麗
な
る
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』、
角
川
書
店
、
一
九
五
七
年
二

月
）
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
者
の
野
崎
は
、
そ
の
後
数
回
に
わ

た
っ
て
作
品
タ
イ
ト
ル
と
と
も
に
、
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
も
少
し
ず
つ
改
稿

し
て
お
り
、『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』（
新
潮
社
、
一
九
七
四
年
七

月
）
と
『
偉
大
な
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』（
集
英
社
、
一
九
七
九
年
一
一
月
、
一

九
九
四
年
一
〇
月
）
の
三
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
た
。
そ
れ
ら
の
中

で
一
九
七
四
年
版
の
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
は
日
本
語
訳
の
定
訳

学
の
立
場
が
登
場
し
て
お
り
、
ニ
ッ
ク
の
相
対
主
義
に
伴
っ
た
苦
悩
は
、

本
作
品
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
先
駆
と
評
価
さ
れ
る
理
由
と
な
る
。

　

ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
や
相
対
主
義
に
か
か
わ
る
性
質
と
関
連
し
て
、

Elisabeth Bouzonviller

12
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
作
品
か
ら
「
空
白

の
美
学
」
と
い
う
様
式
を
見
出
し
た
。Bouzonviller

に
よ
る
と
、

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
正
確
な
解
答
を
対
象
に
与
え
る
こ
と
を
拒
否
す

る
ゆ
え
に
人
間
存
在
の
深
い
領
域
に
到
達
し
得
た
作
家
で
あ
っ
て
、
言
葉

が
人
の
欠
陥
・
欠
如
を
補
完
す
る
も
の
と
彼
は
思
う
た
め
、
虚
無
か
ら
壮

大
な
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
末
尾“So 

they beat on”

か
ら
始
ま
る
一
節
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
作
品
の
人
物
た
ち
が
、
常
に
新
し
い
場
所
に
移
動
す
る
者
、

再
出
発
を
渇
望
す
る
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
永
遠
に
中
間
地
帯
・
余
白
の

場
所
に
閉
じ
込
ま
れ
た
ま
ま
に
生
き
る
存
在
で
も
あ
る
とBouzonviller

は
言
う
。
こ
れ
は
、
宮
脇
俊
文

13
の
「
浮
浪
者
」
と
い
う
読
解
を
想
起
さ

せ
る
。
宮
脇
は
、
作
中
人
物
の
「
一
ヶ
所
に
根
を
下
ろ
す
こ
と
な
く
、
常

に
流
動
的
に
動
き
回
っ
て
い
る
」
状
況
、
彼
ら
の
「
あ
ち
こ
ち
を
落
ち
着

き
な
く
さ
ま
よ
っ
て
い
た
」
生
活
様
式
か
ら
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
背
景

と
な
る
時
代
の
特
徴
、
つ
ま
り
「
人
々
は
ま
す
ま
す
落
ち
着
き
を
失
い
、

ど
こ
か
浮
遊
す
る
よ
う
な
感
覚
に
支
配
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
時
代
状
況

を
読
み
取
っ
た
。

　

人
間
の
心
の
複
雑
さ
と
不
一
致
に
鋭
敏
な
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
、
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と
な
っ
て
、
今
も
広
く
読
み
継
が
れ
て
い
る
。
野
崎
訳
以
外
に
、
タ
イ
ト

ル
が
『
華
麗
な
る
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
で
あ
る
橋
本
福
男
と
守
屋
陽
一
の
翻
訳

（
橋
本
訳
、
早
川
書
房
、
一
九
七
四
年
六
月
；
守
屋
訳
、
旺
文
社
、
一
九

七
八
年
八
月
）
は
七
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、

村
上
春
樹
と
小
川
高
義
の
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』（
中
央
公
論
新

社
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
；
光
文
社
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
が
新
し
く
出

さ
れ
た
。

　
『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
は
、
繊
細
で
鋭
い
洞
察
力
を
有
す
る
語
り
、
巧
妙
で

精
確
な
比
喩
表
現
、
華
麗
で
美
し
い
情
景
描
写
を
誇
る
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
に
し
か
書
け
な
い
文
章
の
集
大
成
で
あ
り
、
英
語
文
学
の
名
作
で

あ
る
。
た
だ
し
、
語
り
方
に
潜
ん
で
い
る
二
重
性
、
意
味
の
不
明
瞭
さ
、

流
れ
て
い
る
感
覚
、
こ
の
よ
う
な
文
体
の
特
徴
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
翻
訳
は
非
常
に
難
し
い
作
業
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
従
属
節
・
述
語
の
豊
か
さ
と
過
剰
さ
、
語
り
の
顕
著
な
冗
長
性
、
ま

た
は
日
本
語
使
用
者
の
不
慣
れ
な
長
文
が
頻
出
す
る
が
ゆ
え
に
、
翻
訳
者

に
と
っ
て
は
挑
戦
に
な
る
。
特
に
、
文
体
の
特
色
と
も
言
え
る
冗
長
性
に

よ
っ
て
、
意
味
を
捉
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
語
り
手
の
言
い
た
い
こ

と
が
長
い
言
葉
の
連
続
の
中
に
消
え
て
い
く
現
象
は
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』

に
散
見
さ
れ
、
翻
訳
作
業
の
難
易
度
を
高
め
る
。
例
え
ば
、
第
一
章
の
冒

頭
部
分
に
あ
る
こ
の
一
節
が
挙
げ
ら
れ
る
。
語
り
手
＝
主
人
公
の
ニ
ッ
ク

の
叙
述
を
通
し
て
、
作
品
の
中
心
人
物
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
が
初
め
て
出
現
す
る

場
面
で
あ
る
。

O
nly Gatsby, the m

an w
ho gives his nam

e to this book, 
w

as exem
pt from

 m
y reaction—

Gatsby, w
ho represented 

everything for w
hich I have an unaffected scorn. If 

personality is an unbroken series of successful gestures, 
then there w

as som
ething gorgeous about him

, som
e 

heightened sensitivity to the prom
ises of life, as if he w

ere 
related to one of those intricate m

achines that register 
earth

q
u

ak
es ten

 th
o

u
san

d
 m

iles aw
ay. T

h
is 

responsiveness had nothing to do w
ith that flabby 

im
pressionability w

hich is dignified under the nam
e of the 

“creative tem
peram

ent”—
it w

as an extraordinary gift for 
hope, a rom

antic readiness such as I have never found in 
any other person and w

hich it is not likely I shall ever find 
again. N

o—
 Gatsby turned out all right at the end; it is 

w
hat preyed on Gatsby, w

hat foul dust floated in the w
ake 

of his dream
s that tem

porarily closed out m
y interest in 

the abortive sorrow
s and short-w

inded elations of m
en.

　

小
説
は
語
り
手
が
過
去
の
人
生
に
発
生
し
た
出
来
事
を
振
り
返
り
、
自
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分
自
身
の
性
格
を
反
省
す
る
内
容
か
ら
始
ま
る
。
ニ
ッ
ク
は
こ
こ
で
、
自

省
の
途
中
で
徐
々
に
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
に
つ
い
て
の
記
憶
を
蘇
ら
せ
、
そ
の
複

雑
な
「
友
人
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
総
合
的
に
評
価
し
よ
う
と
深
い
思

考
の
流
れ
の
中
に
沈
ん
で
い
く
。
以
上
の
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
、If

か
ら

m
en

ま
で
の
三
つ
の
長
文
は
、
従
属
節
の
構
造
が
複
雑
で
あ
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
日
本
語
と
英
語
で
は
文
法
構
造
が
異
な
る
が
ゆ
え
に
、
流

暢
な
日
本
語
訳
を
生
み
出
す
た
め
に
は
語
順
を
調
整
す
る
作
業
が
必
須
に

な
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
テ
ク
ス
ト
は
、

単
に
直
訳
す
る
と
、
理
解
し
が
た
い
文
章
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
語

り
手
の
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
に
対
す
る
感
情
は
重
層
的
か
つ
流
動
的
で
あ
っ
て
、

語
る
中
で
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
相
貌
が
時
々
刻
々
変
化
し
続
け
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
語
り
手
の
本
意
が
長
い
言
葉
の
連
続
の
中
に
明
確

さ
を
失
っ
て
い
く
と
い
う
文
章
の
現
象
も
ま
た
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

の
文
体
の
特
色
な
の
だ
が
、
翻
訳
者
が
こ
れ
を
ど
の
よ
う
な
日
本
語
に
具

体
化
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
野
崎
訳
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ

ビ
ー
』
の
こ
の
段
落
を
見
て
み
よ
う
。

た
だ
ひ
と
り
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
、
こ
の
本
に
そ
の
名
を
冠
し
た
こ
の

男
だ
け
は
例
外
で
、
彼
に
は
ぼ
く
も
こ
う
し
た
反
撥
を
感
じ
な

か
っ
た

─
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
、
ぼ
く
が
心
か
ら
の
軽
蔑
を
抱
い
て
い

る
す
べ
て
の
も
の
を
一
身
に
体
現
し
て
い
る
よ
う
な
男
。
も
し
も

間
断
な
く
演
じ
続
け
ら
れ
た
一
連
の
演
技
の
総
体
を
個
性
と
い
っ

て
よ
い
な
ら
ば
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
と
い
う
人
間
に
は
、
何
か
絢
爛
と

し
た
個
性
が
あ
っ
た
。
人
生
の
希
望
に
対
す
る
高
感
度
の
感
受
性

と
い
う
か
、
ま
る
で
、
一
万
マ
イ
ル
も
離
れ
た
所
の
地
震
さ
え
記

録
す
る
複
雑
な
機
械
と
関
連
で
も
あ
り
そ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
敏
感
性
は
、「
創
造
的
気
質
」
と
え
ら
そ
う
な
名
称
で

呼
ば
れ
る
あ
の
よ
わ
よ
わ
し
い
感
じ
や
す
さ
と
は
無
縁
の
も
の

だ
っ
た

─
そ
れ
は
希
望
を
見
い
だ
す
非
凡
な
才
能
で
あ
り
、
ぼ

く
が
他
の
人
の
中
に
は
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
く
、
こ
れ
か
ら

も
二
度
と
見
い
だ
せ
そ
う
に
な
い
よ
う
な
浪
漫
的
心
情
だ
っ
た
。

そ
う
だ

─
最
後
に
な
っ
て
み
れ
ば
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
に
は
な
ん
の

問
題
も
な
か
っ
た
の
だ
。
む
し
ろ
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
を
食
い
も
の
に

し
て
い
た
も
の
、
航
跡
に
浮
ぶ
汚
な
い
塵
芥
の
よ
う
に
ギ
ャ
ツ

ビ
ー
の
夢
の
後
に
随
い
て
い
た
も
の
に
眼
を
奪
わ
れ
て
、
ぼ
く
は
、

人
間
の
悲
し
み
や
喜
び
が
、
あ
る
い
は
実
ら
ず
に
潰
え
、
あ
る
い

は
は
か
な
く
息
絶
え
る
姿
に
対
す
る
関
心
を
阻
ま
れ
て
い
た
の
だ
。

　

原
文
の
順
序
と
構
造
が
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
保
た
れ
た
、
き
わ
め
て
忠

実
な
翻
訳
と
は
い
え
、
読
者
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
共
感
が
湧
い
て
こ
な

い
晦
渋
な
文
章
に
な
る
。som

ething gorgeous

を
「
絢
爛
と
し
た
個

性
」
に
、rom

antic readiness

を
「
浪
漫
的
心
情
」
に
訳
す
の
は
、
誤
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訳
で
は
な
い
の
だ
が
、
抽
象
的
な
重
い
表
現
に
な
っ
て
し
ま
い
、
人
物
像

の
形
成
に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。
語
り
手
ニ
ッ
ク
は
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
が

「
絢
爛
と
し
た
個
性
」
の
持
ち
主
と
思
う
わ
け
が
な
い
。
一
般
的
な
表
現

で
反
映
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
訳
者
が
自
分
の
人
物
へ
の
観
測
を
テ
ク

ス
ト
に
投
影
し
た
状
態
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
の
個
々
の

述
語
の
翻
訳
が
、
明
ら
か
に
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
を
一
種
の
威
厳
や
権
威
の
あ
る

偉
大
な
形
象
と
し
て
、
誇
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
誇
示
は
、
人
物
の
魅
力
を
引
き
出
す
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
受
容
者

に
疎
隔
感
や
距
離
感
を
生
じ
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
長
さ
と
語
り
手
の
意
図
の
不
明
瞭
さ
ゆ
え
に
、
翻
訳
が
む
ず
か

し
いN

o

か
らm

en

ま
で
の
文
は
、
野
崎
の
よ
う
に
「
ぼ
く
」
を
主
語

と
し
て
、
文
の
意
味
を
「
ぼ
く
」
の
被
害
に
置
き
換
え
た
こ
と
に
よ
り
、

原
文
が
一
番
強
調
し
た
い
こ
と
、
つ
ま
り
こ
の
一
文
に
あ
る
「
あ
の
人
た

ち
」（
ト
ム
側
の
人
々
）
の
悪
質
さ
と
、「
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
に
は
な
ん
の
問
題

も
な
か
っ
た
」
と
の
間
の
対
比
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
誤
訳

で
は
な
い
が
、
良
い
と
も
言
え
な
い
翻
訳
は
、
訳
者
の
解
釈
が
足
り
な
い

翻
訳
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
翻
訳
の
過
程
に
お
い
て
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
の
文
章
の
持
つ
、
出
来
事
を
総
合
的
に
記
録
す
る
た
め
に
生
じ
て
き
た

距
離
感
の
上
に
、
言
葉
の
異
質
性
に
由
来
す
る
も
う
一
層
の
距
離
感
が
付

加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
読
者
が
読
ん
で
も
、
こ
の
人
物
の
ど
こ
が
魅
力
的

な
の
か
、
物
語
の
ど
こ
が
面
白
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

２
　
村
上
翻
訳
の
特
徴

　

翻
訳
者
柴
田
勝
二
は
村
上
春
樹
と
の
対
談
の
中
で
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

ル
ド
の
翻
訳
は
難
し
い
こ
と
だ
が
、
普
通
の
翻
訳
者
が
苦
労
す
る
箇
所
は
、

村
上
訳
だ
と
し
っ
か
り
し
た
訳
文
に
な
る

16
、
と
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
柴
田
に
よ
れ
ば
、
村
上
訳
が
評
価
で
き
る
理
由
は
、
や
は
り
文
章

が
生
き
て
い
る
こ
と
と
、
原
文
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
と
し
て
の
距
離
感
を
希

薄
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
節
で
は
、
村
上
版
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ

ビ
ー
』
の
魅
力
へ
の
具
体
的
な
追
究
を
試
み
る
。
ま
ず
は
、
ニ
ッ
ク
と

ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
初
対
面
の
シ
ー
ン
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
る
ギ
ャ
ツ
ビ
ー

の
相
貌
が
、
村
上
版
の
中
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
見
よ
う
。

H
e sm

iled
 u

n
d

erstan
d

in
g

ly—
m

u
ch

 m
o

re th
an 

understandingly. It w
as one of those rare sm

iles w
ith a 

quality of eternal reassurance in it, that you m
ay com

e 
across four or five tim

es in life. It faced—
or seem

ed to 
face—

the w
hole external w

orld for an instant, and then 
concentrated on you w

ith an irresistible prejudice in your 
favor. It understood you just so far as you w

anted to be 
understood, believed in you as you w

ould like to believe 
in yourself, and assured you that it had precisely the 
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im
pression of you that, at your best, you hoped to convey. 

Precisely at that point it vanished—
and I w

as looking at 
an elegant young rough-neck, a year or tw

o over thirty, 
w

hose elaborate form
ality of speech just m

issed being 
absurd. Som

e tim
e before he introduced him

self I ’d got a 
strong im

pression that he w
as picking his w

ords w
ith 

care.

　

彼
は
と
り
な
す
よ
う
に
に
っ
こ
り
微
笑
ん
だ
。
い
や
、
そ
れ
は

と
り
な
す
な
ど
と
い
う
生
や
さ
し
い
代
物
で
は
な
か
っ
た
。
ま
っ

た
く
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
、
人
に
永
劫
の
安
堵
を
与
え
か
ね
な
い
ほ

ど
の
類
い
稀
な
微
笑
み
だ
っ
た
。
そ
ん
な
微
笑
み
に
は
一
生
の
あ

い
だ
に
、
せ
い
ぜ
い
四
度
か
五
度
く
ら
い
し
か
お
目
に
か
か
れ
な

い
は
ず
だ
。
そ
の
微
笑
み
は
一
瞬
、
外
に
広
が
る
世
界
の
全
景
と

じ
か
に
向
か
い
合
う
。
あ
る
い
は
向
か
い
合
っ
た
か
の
よ
う
に
見

え
る
。
そ
れ
か
ら
ぱ
っ
と
相
手
一
人
に
集
中
す
る
。
た
と
え
何
が

あ
ろ
う
と
、
私
は
あ
な
た
の
側
に
つ
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
で
す
よ
、
と
で
も
い
う
み
た
い
に
。
そ
の
微
笑
み
は
、
あ
な
た

が
「
こ
こ
ま
で
は
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
求
め
る
と
お
り
に
、

あ
な
た
を
理
解
し
て
く
れ
る
。
自
ら
が
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
あ

な
た
が
望
む
と
お
り
の
か
た
ち
で
、
あ
な
た
を
認
め
て
く
れ
る
。

あ
な
た
が
相
手
に
与
え
た
い
と
思
う
最
良
の
印
象
を
、
あ
な
た
は

実
際
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
、
し
っ
か
り
請
け
合
っ
て

く
れ
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て
、
微
笑
み
は

消
え
る

─
今
僕
の
目
の
前
に
い
る
の
は
、
エ
レ
ガ
ン
ト
だ
が
ど

こ
か
に
粗
暴
さ
の
う
か
が
え
る
一
人
の
若
い
男
で
あ
る
。
三
十
を

ひ
と
つ
か
二
つ
超
え
た
く
ら
い
。
そ
の
念
の
入
っ
た
丁
重
な
物
言

い
は
、
危
う
い
と
こ
ろ
で
滑
稽
の
域
に
達
す
る
こ
と
を
免
れ
て
い

る
。
彼
が
名
前
を
名
乗
る
少
し
前
か
ら
、
こ
の
男
は
と
て
も
注
意

深
く
言
葉
を
選
ん
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
な
と
い
う
強
い
印
象
が

あ
っ
た
。

　

H
e sm

iled understandingly

が
「
彼
は
と
り
な
す
よ
う
に
に
っ
こ

り
微
笑
ん
だ
」
と
訳
さ
れ
、
野
崎
訳
の
「
彼
は
深
い
理
解
の
に
じ
ん
だ
微

笑
み
を
浮
べ
た
」
と
比
べ
れ
ば
、
そ
の
笑
顔
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
よ

り
視
覚
的
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、an elegant young 

rough-neck

の
訳
、「
エ
レ
ガ
ン
ト
だ
が
ど
こ
か
に
粗
暴
さ
の
う
か
が
え

る
一
人
の
若
い
男
」
は
、
原
文
の
意
味
に
沿
っ
た
翻
訳
で
あ
り
、
語
り
手

が
表
現
し
た
い
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
雰
囲
気
を
う
ま
く
捉
え
て
い
る
。「
外
に

広
が
る
世
界
の
全
景
と
じ
か
に
向
か
い
合
う
」
と
、「
危
う
い
と
こ
ろ
で

滑
稽
の
域
に
達
す
る
こ
と
を
免
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
語
彙
の
選

択
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
ま
た
、「
そ
の
微
笑
み
は
一
瞬
、
外
に
広
が
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る
世
界
の
全
景
と
じ
か
に
向
か
い
合
う
。
あ
る
い
は
向
か
い
合
っ
た
か
の

よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
か
ら
ぱ
っ
と
相
手
一
人
に
集
中
す
る
。
た
と
え
何

が
あ
ろ
う
と
、
私
は
あ
な
た
の
側
に
つ
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

す
よ
、
と
で
も
い
う
み
た
い
に
」
に
お
い
て
は
構
造
の
改
変
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
改
変
は
、
長
文
を
翻
訳
す
る
際
に
区
切
り
が
設
置
さ
れ
た

た
め
に
、
文
章
の
分
か
り
や
す
さ
、
読
者
の
理
解
度
が
上
が
る
。
原
文
は

わ
ず
か
六
セ
ン
テ
ン
ス
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
村
上
訳
の
テ
ク
ス
ト
は
一

五
セ
ン
テ
ン
ス
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
セ
ン
テ
ン
ス
の
分
け
方
は
巧
妙
で

あ
る
。
そ
の
訳
文
は
、
原
文
の
構
造
を
そ
の
ま
ま
保
留
し
た
野
崎
版
の

「
一
瞬
、
永
劫
に
続
く
全
世
界
に
む
か
っ
て
微
笑
み
か
け

─
あ
る
い
は

微
笑
み
か
け
る
か
に
見
え
て

─
次
の
瞬
間
、
相
手
の
面
上
に
集
中
し
、

あ
ら
が
い
が
た
い
過
分
の
好
意
を
た
た
え
て
微
笑
む
の
だ
」
よ
り
良
い
。

な
ぜ
な
ら
、
原
文
の
意
味
に
沿
い
な
が
ら
、
訳
者
は
積
極
的
に
区
切
り
を

入
れ
て
、
人
物
の
動
き
の
過
程
と
そ
の
動
き
の
細
部
か
ら
見
ら
れ
る
含
意

を
引
き
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

and then his face broke into that radiant and understanding 
sm

ile, as if w
e’d been in ecstatic cahoots on that fact all the 

tim
e

の
翻
訳
、「
そ
の
あ
と
で
相
好
を
崩
し
、
例
の
す
べ
て
を
了
解
す
る

よ
う
な
留
保
な
き
笑
み
を
浮
か
べ
た
。
ま
る
で
『
我
々
は
そ
の
こ
と
を
お

互
い
に
知
り
つ
つ
も
口
に
は
出
さ
ず
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
大
切

に
と
っ
て
お
い
た
ん
で
す
よ
ね
』
と
で
も
言
わ
ん
ば
か
り
に
」
に
対
し
て

も
言
え
る
。
そ
の
村
上
訳
の
文
章
は
、
野
崎
版
の
「
そ
れ
か
ら
に
こ
や
か

に
相
好
を
く
ず
し
、
最
初
か
ら
ぼ
く
た
ち
二
人
の
間
で
は
ひ
そ
か
に
そ
の

事
実
を
認
め
合
っ
て
悦
に
入
っ
て
い
た
よ
う
に
、
あ
の
心
得
顔
の
微
笑
を

浮
べ
た
」
よ
り
は
良
い
。
積
極
的
に
長
い
セ
ン
テ
ン
ス
に
区
切
り
を
入
れ

る
こ
と
、
日
本
語
に
合
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
語
彙
を
か
ぎ
括
弧
に
入
れ

る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
り
流
暢
な
日
本
語
訳
文
が
生
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
文
章
構
造
の
ア
レ
ン
ジ
に
関
し
て
、
最
後
に
も
う
一
つ
の
例

を
見
よ
う
。

If that w
as true he m

ust have felt that he had lost the old 
w

arm
 w

orld, paid a high price for living too long w
ith a 

single dream
. H

e m
ust have looked up at an unfam

iliar 
sky through frightening leaves and shivered as he found 
w

hat a grotesque thing a rose is and how
 raw

 the sunlight 
w

as upon the scarcely created grass. A
 new

 w
orld, 

m
aterial w

ithout being real, w
here poor ghosts, breathing 

dream
s like air, drifted fortuitously about...like that ashen, 

fantastic figure gliding tow
ard him

 through the 
am

orphous trees.

　

も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
か
つ
て
の
温
も
り
を
持
っ
た
世
界
が
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既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
彼
は
悟
っ
て
い
た
に
違
い
な

い
。
た
っ
た
ひ
と
つ
の
夢
を
胸
に
長
く
生
き
す
ぎ
た
お
か
げ
で
、

ず
い
ぶ
ん
高
い
代
償
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
実
感

し
て
い
た
は
ず
だ
。
彼
は
威
嚇
的
な
木
の
葉
越
し
に
、
慣
れ
ぬ
空

を
見
上
げ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
バ
ラ
と
い
う
も
の
が
ど
れ
ほ

ど
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
で
あ
る
か
を
知
り
、
生
え
揃
っ
て
い
な
い

芝
生
に
と
っ
て
太
陽
の
光
が
ど
れ
ほ
ど
荒
々
し
い
も
の
で
あ
る
か

を
知
っ
て
、
ひ
と
つ
身
震
い
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
新
し
い
世

界
に
あ
っ
て
は
す
べ
て
の
中
身
が
空
疎
で
あ
り
、
哀
れ
な
亡
霊
た

ち
が
空
気
の
か
わ
り
に
夢
を
呼
吸
し
、
た
ま
さ
か
の
身
と
し
て
あ

た
り
を
さ
す
ら
っ
て
い
た
…
…
ち
ょ
う
ど
ま
と
ま
り
な
く
繁
っ
た

木
立
を
抜
け
て
彼
の
方
に
忍
び
寄
る
、
灰
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
な
色

合
い
の
奇
怪
な
人
影
の
ご
と
く
。

　

三
セ
ン
テ
ン
ス
の
英
語
の
文
章
は
、
村
上
訳
に
お
い
て
五
セ
ン
テ
ン
ス

と
な
り
、
文
章
全
体
の
長
さ
は
区
切
り
が
入
れ
ら
れ
た
た
め
に
か
な
り
伸

ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。If

か
らdream

ま
で
の
文
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
、

原
文
が
含
ん
で
い
る
意
味
は
、
そ
の
よ
う
な
区
切
り
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ

ず
に
保
た
れ
、
精
確
な
日
本
語
の
訳
文
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

H
e

か
らgrass

ま
で
の
文
は
非
常
に
長
い
た
め
、
原
文
の
構
造
を
そ
の

ま
ま
日
本
語
に
訳
す
と
意
味
不
明
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
村
上
は
、
ま

ず
は
二
つ
の
推
測
表
現
「
だ
ろ
う
」
で
セ
ン
テ
ン
ス
を
終
え
る
こ
と
で
原

文
の
根
幹
と
し
て
のH

e m
ust

の
意
味
を
保
留
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
セ

ン
テ
ン
ス
の
分
け
方
と
し
て
、
文
の
前
半
は
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
身
体
的
な
動

き
に
、
後
半
は
彼
の
精
神
活
動
に
な
る
。
前
半
は
短
く
、
後
半
は
細
か
い

心
理
表
現
を
含
む
た
め
長
く
な
る
。
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
が
空
を
見
上
げ
て
、
荒

涼
た
る
心
境
が
彼
の
中
に
生
ま
れ
て
く
る
過
程
を
容
易
に
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
語
り
の
焦
点
の
位
置
、
お
よ
び
そ
の
位
置
の
移
り
変
わ
り
も

翻
訳
に
よ
っ
て
顕
在
化
さ
れ
る
こ
と
で
受
容
者
が
受
け
入
れ
や
す
い
訳
文

が
作
ら
れ
た
と
考
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
村
上
翻
訳
の
特
徴
と
良
さ
を
見
て
き
た
が
、
も
ち
ろ
ん
翻
訳

に
は
絶
対
的
な
良
し
悪
し
が
存
在
せ
ず
、
村
上
の
翻
訳
に
も
問
題
点
が
あ

る
。
例
え
ば
、
翻
訳
者
自
身
の
ス
タ
イ
ル
が
翻
訳
作
品
の
文
章
に
烙
印
さ

れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
村
上
が
作
家
で
あ
る
こ
と
が
要
因
に

な
る
の
だ
が
、
翻
訳
者
の
存
在
感
が
強
い
翻
訳
に
は
好
感
を
持
ち
が
た
い

受
容
者
も
い
る
の
だ
ろ
う
。
村
上
翻
訳
の
レ
イ
モ
ン
ド
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー
に

関
し
て
、
千
石
英
世

17
は
「
原
文
の
泥
臭
さ
に
比
し
て
、
出
来
上
が
っ
た

日
本
語
は
洒
落
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。
千
石
は
「
そ
の
異
質

さ
の
ゆ
え
に
、
カ
ー
ヴ
ァ
ー
に
真
摯
な
関
心
を
抱
き
、
堅
実
な
訳
文
を
供

給
し
続
け
て
き
た
」
と
結
論
し
た
が
、「『
チ
ー
ム
』
を
『
班
』
に
、

『
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
を
売
る
』
を
『
栄
養
剤
の
セ
ー
ル
ス
』
と
訳
し
た
の
で
は

『
村
上
春
樹
』
に
な
ら
な
い
」
と
千
石
自
身
が
述
べ
る
よ
う
に
、
村
上
翻
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  So w
e beat on, boats against the current, borne back 

ceaselessly into the past.

ギ
ャ
ツ
ビ
ー
は
緑
の
灯
火
を
信
じ
て
い
た
。
年
を
追
う
ご
と
に

我
々
の
前
か
ら
ど
ん
ど
ん
遠
の
い
て
い
く
、
陶
酔
に
満
ち
た
未
来

を
。
そ
れ
は
あ
の
と
き
我
々
の
手
か
ら
す
り
抜
け
て
い
っ
た
。
で

も
ま
だ
大
丈
夫
。
明
日
は
も
っ
と
速
く
走
ろ
う
。
両
腕
を
も
っ
と

先
ま
で
差
し
出
そ
う
。
…
…
そ
う
す
れ
ば
あ
る
晴
れ
た
朝
に

─

　

だ
か
ら
こ
そ
我
々
は
、
前
へ
前
へ
と
進
み
続
け
る
の
だ
。
流
れ

に
立
ち
向
か
う
ボ
ー
ト
の
よ
う
に
、
絶
え
間
な
く
過
去
へ
と
押
し

戻
さ
れ
な
が
ら
も
。

　

こ
れ
は
小
説
の
末
尾
に
あ
る
一
文
で
あ
る
。
原
文
の
テ
ク
ス
ト
の
精
髄

と
も
言
う
べ
き
、
語
り
手
の
心
象
の
流
動
性
が
精
確
に
反
映
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
確
か
に
「
村
上
的
」
な
文
章
と
感
じ
さ
せ
る
。
こ

の
訳
文
の
特
徴
と
し
て
、
注
目
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
。
文
の

止
め
方
と
、
文
章
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
村
上
は
日
本
語
の
文
と
し
て
の
完

全
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
英
文
の
特
性
を
保
留
す
る
た
め
に
原
文
の
語
順

を
意
図
的
に
残
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
長
い
英
語
の
セ
ン
テ
ン
ス
に
区
切
り

が
入
れ
ら
れ
、
ま
た
は
形
容
詞
や
副
詞
な
ど
の
従
属
節
で
文
を
止
め
る
こ

と
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、
文
章
が
読
み
や
す
く
な
り
、
リ
ズ

訳
に
は
、
や
は
り
前
述
し
た
文
章
ス
タ
イ
ル
に
か
か
わ
る
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
先
駆
と
し
て
の
野
崎
の
翻
訳
が
な
け
れ
ば
、
日
本
に
い
る
人
々
は

『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
に
触
れ
る
こ
と
さ
え
難
し
か
っ
た
。

３
　「
村
上
春
樹
的
」
な
文
体
と
は
何
か

　

村
上
版
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
作

品
へ
の
き
ち
ん
と
し
た
解
釈
を
根
底
に
し
た
日
本
語
訳
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
翻
訳
が
真
に
特
別
な
と
こ
ろ
は
、
原
文
の
意
味
を
忠
実
に
訳
す
も
の

で
あ
り
な
が
ら
、
村
上
自
身
の
ス
タ
イ
ル
を
あ
ら
わ
に
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
村
上
の
文
章
だ
と
い
う
思
い
は
感
性

的
な
判
断
で
あ
る
。
実
際
に
は
、「
村
上
的
」
な
文
章
は
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
文
体
な
の
か
、
ま
た
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
文

章
が
「
村
上
的
」
と
言
え
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
は
、
重
要
な
問
題
と
は

言
え
、
未
だ
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。「
村
上
的
」
な
文
章
と
は
何
か
、

ま
ず
は
『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
一
節
へ
の
分
析
か
ら
見
て
い
こ
う
。

Gatsby believed in the green light, the orgastic future that 
year by year recedes before us. It eluded us then, but 
that’s no m

atter —
 tom

orrow
 w

e w
ill run faster, stretch 

out our arm
s farther.... And one fine m

orning—
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ム
が
作
り
出
さ
れ
る
。

　

村
上
版
が
流
暢
で
分
か
り
や
す
い
訳
文
に
な
っ
た
の
は
、
リ
ズ
ム
が
最

優
先
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
村
上
は
柴
田
元
幸
と
の
対
談
の
中
で
、
幾

度
も
リ
ズ
ム
を
作
り
出
す
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

18
。
対

談
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
村
上
の
場
合
、
厳
格
な
「
直
訳
派
」
が
徹
底
す
る

英
語
一
セ
ン
テ
ン
ス
が
日
本
語
一
セ
ン
テ
ン
ス
に
対
応
す
る
と
い
う
翻
訳

の
原
則
は
な
く
、
原
文
の
意
味
に
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
日
本
語
の
リ
ズ
ム

が
生
か
さ
れ
た
文
章
を
作
る
こ
と
が
最
重
要
の
原
則
に
な
る
。
彼
に
と
っ

て
翻
訳
を
す
る
こ
と
は
、
原
文
の
呼
吸
や
リ
ズ
ム
に
呼
応
し
な
が
ら
、
セ

ン
テ
ン
ス
の
あ
り
方
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
英
語
を
表
層
的

で
は
な
く
よ
り
深
く
自
然
な
形
で
日
本
語
に
移
し
換
え
る
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
。

　

村
上
の
訳
文
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
翻
訳
史
上
、
新
た
に
出
現
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、「
英
語
っ
ぽ
い
」
と
、「
き
わ
め
て
自
然
な
日
本
語
の

訳
文
」
と
、「
村
上
的
な
文
章
」、
ど
の
形
容
で
評
価
し
て
も
構
わ
な
い
、

斬
新
な
翻
訳
の
見
本
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
訳
文
が
以
上
の
三
つ
の
性

質
を
同
時
に
備
え
る
と
い
う
事
態
は
本
質
的
に
、
作
家
村
上
自
身
の
英
語

と
の
親
和
性
や
熟
達
度
と
切
り
離
せ
な
い
だ
ろ
う
。
自
分
が
英
語
文
学
や

英
米
の
音
楽
に
心
酔
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
自
分
の
文
章
が
そ
も
そ
も

英
語
作
品
か
ら
学
ん
だ
と
村
上
は
何
度
も
語
っ
て
い
る
。
村
上
に
よ
れ
ば
、

彼
の
文
学
素
養
、
文
章
の
仕
組
み
の
構
築
方
法
、
ま
た
は
良
い
文
章
の
原

理
は
英
語
文
学
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
も
の

19
で
あ
る
。

　

村
上
は
思
考
方
式
が
英
語
作
品
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
作
家
と
言
え
る
。

彼
の
文
章
の
構
造
や
ス
タ
イ
ル
が
「
英
語
っ
ぽ
い
」
と
感
じ
さ
せ
る
の
は
、

考
え
て
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
文
学
創
作
は
も
と

も
と
「
翻
訳
」
か
ら
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
翻
訳
」
は
つ
ま
り
、

彼
が
デ
ビ
ュ
ー
作
『
風
の
歌
を
聴
け
』
を
書
く
と
き
に
、
最
初
に
英
語
で

書
い
て
、
後
で
そ
の
英
語
の
文
章
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
と
い
う
文
章
作

法
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
創
作
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
村
上
は
、

「
僕
は
こ
れ
ま
で
僕
な
り
に
、
母
国
語
た
る
日
本
語
を
頭
の
な
か
で
い
っ

た
ん
疑
似
外
国
語
化
し
て

─
つ
ま
り
自
己
意
識
内
に
お
け
る
言
語
の

生
来
的
日
常
性
を
回
避
し
て

─
文
章
を
構
築
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
小

説
を
書
こ
う
と
努
め
て
き
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

思
い
返
し
て
み
る
と
、
最
初
か
ら
一
貫
し
て
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
き
た

よ
う
な
気
が
す
る
」20
と
述
べ
て
い
る
。
英
語
が
得
意
で
は
な
か
っ
た
彼

は
、「
苦
労
し
な
が
ら
文
章
を
書
き
進
め
て
い
る
う
ち
に
、
僕
な
り
の
文

章
の
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
自
分
の
文

体
を
作
り
出
し
た
。
で
は
こ
こ
で
「
翻
訳
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
風
の

歌
を
聴
け
』
の
文
章
を
見
よ
う
。

今
、
僕
は
語
ろ
う
と
思
う
。

　

も
ち
ろ
ん
問
題
は
何
ひ
と
つ
解
決
し
て
は
い
な
い
し
、
語
り
終



165 翻訳から見る村上春樹の文体

え
た
時
点
で
も
あ
る
い
は
事
態
は
全
く
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
文
章
を
書
く
こ
と
は
自
己
療

養
の
手
段
で
は
な
く
、
自
己
療
養
へ
の
さ
さ
や
か
な
試
み
に
し
か

過
ぎ
な
い
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
正
直
に
語
る
こ
と
は
ひ
ど
く
む
ず
か
し
い
。
僕
が
正

直
に
な
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
正
確
な
言
葉
は
闇
の
奥
深
く

へ
と
沈
み
こ
ん
で
い
く
。

　

弁
解
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
少
く
と
も
こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
現
在
の
僕
に
お
け
る
ベ
ス
ト
だ
。
つ
け
加
え
る
こ
と
は
何

も
な
い
。
そ
れ
で
も
僕
は
こ
ん
な
風
に
も
考
え
て
い
る

21
。

　

最
初
に
目
に
映
る
事
実
は
、
全
体
的
に
セ
ン
テ
ン
ス
が
短
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
村
上
の
言
う
「
翻
訳
作
業
」
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
英

語
が
作
家
の
母
国
語
で
は
な
い
た
め
、
英
語
で
文
章
を
書
く
と
短
く
な
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
英
訳
は
、“N

ow
 I think it’s 

tim
e to tell m

y story. W
hich doesn’t m

ean, of course, that I 
have resolved even one of m

y problem
s, or that I w

ill be 
som

ehow
 different w

hen I finish. I m
ay not have changed at 

all. In the end, w
riting is not a full step tow

ard self-healing, 
just a tiny, very tentative m

ove in that direction. All the sam
e, 

w
riting honestly is very difficult. The m

ore I try to be honest, 

the farther m
y w

ords sink into darkness. D
on’t take this as an 

excuse. I prom
ise you—

I’ve told m
y story as best I can right 

now
. There’s nothing to add. Yet I can’t help thinking”

22
と
な
っ

て
い
る
。
原
文
の
語
順
や
構
造
は
ほ
と
ん
ど
改
変
さ
れ
ず
、
語
彙
の
意
味

も
そ
の
ま
ま
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
翻
訳
に
な
る
の
か
と

い
う
と
、
村
上
の
文
章
は
そ
も
そ
も
英
語
の
語
順
や
英
語
的
な
発
想
で
書

い
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

英
語
的
な
発
想
は
、
文
と
文
の
つ
な
が
り
、
思
考
の
ロ
ジ
ッ
ク
、
ま
た

は
文
の
進
行
の
流
れ
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
。「
僕
は
語
ろ
う
と
思

う
」
と
い
う
語
り
手
「
僕
」
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
思
表
現
を
始
め
に
置
き
、

一
連
の
精
神
活
動
が
開
始
し
た
。
そ
の
後
、「
も
ち
ろ
ん
［
…
］
か
も
し

れ
な
い
」
と
、「
結
局
の
と
こ
ろ
［
…
］
に
過
ぎ
な
い
」
と
、「
し
か
し

［
…
］
む
ず
か
し
い
」
の
文
に
お
い
て
、
語
る
こ
と
に
ま
つ
わ
る
出
現
可

能
な
困
難
と
問
題
、
お
よ
び
語
る
こ
と
自
体
の
本
質
的
な
困
難
さ
が
次
々

と
提
起
さ
れ
る
。「
僕
」
の
簡
単
か
つ
純
粋
な
発
想
、
そ
の
語
る
こ
と
へ

の
意
志
が
こ
う
し
て
色
々
な
角
度
か
ら
観
察
・
考
察
さ
れ
、
相
対
化
さ
れ

て
い
く
。
そ
し
て
、「
言
葉
は
闇
の
奥
深
く
へ
と
沈
み
こ
ん
で
い
く
」
と

い
う
も
っ
と
も
悲
観
的
な
推
測
が
「
僕
」
の
意
識
の
中
に
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
そ
の
一
連
の
可
能
性
や
自
己
懐
疑
に
対
し
て
、「
僕
」
は
ま
ず

自
分
の
無
力
さ
を
受
け
入
れ
て
、
困
難
極
ま
る
「
語
る
こ
と
」
に
対
面
す

る
時
の
自
信
を
回
復
し
な
が
ら
、
最
初
の
楽
観
的
な
心
境
に
回
帰
し
よ
う
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と
し
た
。
最
後
に
、「
僕
」
は
「
そ
れ
で
も
僕
は
こ
ん
な
風
に
も
考
え
て

い
る
」
と
思
い
始
め
、
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
道
を
模
索
す
る
志
向
を

示
し
た
。
何
ら
か
の
断
定
が
先
行
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
「
も
ち
ろ
ん
」
で

始
ま
る
文
が
出
現
す
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章
は
『
風
の
歌
を
聴
け
』
の
冒

頭
に
お
い
て
、
村
上
文
学
の
構
造
そ
の
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。

　

強
め
の
意
思
表
現
か
ら
自
己
懐
疑
へ
、
懐
疑
か
ら
否
定
へ
、
そ
の
後
、

途
方
に
暮
れ
る
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、「
僕
」
は
失
わ
れ
た
初

心
を
取
り
戻
そ
う
と
し
、
新
た
な
道
筋
を
探
索
す
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ

は
、
作
者
村
上
の
思
考
構
造
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
村
上
文
体
の

一
つ
の
特
徴
、
さ
ら
に
言
う
と
村
上
小
説
の
重
要
な
様
式
だ
と
言
え
る
。

村
上
の
代
表
作
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
』23
、『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』24
、『
騎
士
団
長
殺
し
』25
な
ど
の
物

語
構
造
（「
シ
ー
ク
＆
フ
ァ
イ
ン
ド
」
構
造
と
言
わ
れ
て
い
る
）
は
、
ご

く
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
辿
る
も
の
で
あ
る
。
以
上

に
述
べ
た
村
上
の
思
考
方
式
は
、
端
的
に
言
え
ば
翻
訳
に
よ
っ
て
誕
生
し

て
き
た
の
で
あ
り
、
英
語
文
学
の
影
響
を
受
け
た
結
果
と
も
思
わ
れ
る
。

『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
文
体
は
、
主
人
公
ニ
ッ
ク
の
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
（
判
断
を
遅
延
さ
せ
る
こ
と
）
そ
の
も
の
の
よ
う
に
、
最
初
に

表
れ
た
発
言
の
意
思
が
軽
妙
な
語
り
口
に
お
い
て
改
変
さ
れ
た
り
、
思
考

の
ロ
ジ
ッ
ク
や
物
事
の
見
方
が
ふ
っ
と
別
の
方
向
に
転
じ
さ
せ
ら
れ
た
り

す
る
、
流
れ
続
け
る
よ
う
な
文
体
で
あ
る
。『
騎
士
団
長
殺
し
』
の
物
語

は
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
と
同
じ
よ
う
に
、「
そ
れ
で
も
、
僕
（
た
ち
）
は
時

間
の
流
れ
と
共
に
前
に
進
む
。
悲
し
く
も
楽
し
く
も
な
い
。
良
く
も
悪
く

も
な
い
」
と
い
う
表
現
で
、
と
り
あ
え
ず
の
決
着
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
た
よ
う
に
、
村
上
春
樹
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
愛
読

者
で
あ
る
。「
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
小
説
は
終
始
変
ら
ず
僕
を
宿
命

的
に
ひ
き
つ
け
る
し
、
僕
は
飽
き
る
こ
と
な
く
何
度
も
何
度
も
そ
の
小
説

を
読
み
返
し
て
い
る
」26
と
村
上
は
述
べ
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
の
文
体
と
、
文
章
が
含
ん
で
い
る
思
考
構
造
は
彼
に
深
く
影
響
し
た
と

思
わ
れ
る
。
村
上
春
樹
は
デ
ビ
ュ
ー
作
『
風
の
歌
を
聴
け
』
の
執
筆
過
程

に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
最
初
は
日
本
語
で
文
章
を
書
い
て
い
た

の
だ
が
、
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
る
も
の
が
書
け
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の

時
に
「
自
由
に
書
く
こ
と
の
難
し
さ
」27
を
実
感
し
た
と
彼
は
言
う
。
そ

こ
で
村
上
は
文
章
作
法
に
か
か
わ
る
「
発
想
を
根
本
的
に
転
換
」
さ
せ
、

英
語
で
書
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。「
自
分
の
文
章
世
界
が
、
他
の
言
語

シ
ス
テ
ム
に
入
れ
替
え
ら
れ
る
」
こ
と
、「
自
身
と
の
間
に
一
つ
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
」
を
作
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
村
上
の
発
想
は
い
わ
ゆ
る
母
国
語

の
異
質
化
（foreignization

）
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
外
国
語
文
学

の
そ
の
文
章
に
見
ら
れ
る
思
考
の
流
れ
、
行
文
の
姿
勢
、
さ
ら
に
言
え
ば

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
よ
う
な
も
の
を
深
く
自
分
の
身
体
の
中
に
受
け
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
国
語
の
更
新
を
試
み
た
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
と
も
言

え
る
。
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こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
そ
の
よ
う
な
事
態
は
村
上
と

い
う
作
家
に
お
け
る
特
殊
性
の
証
明
に
は
な
り
得
ず
、
日
本
近
現
代
文
学

の
「
翻
訳
」
事
情
、「
翻
訳
」
の
歴
史
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
日
本
近
現
代
文
学
は
翻
訳
に
よ
っ
て
、
そ
の
様
相
を
更
新

し
続
け
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
は
翻
訳
の
大
国
で
あ
り
、
欧
米

文
化
の
系
統
的
な
翻
訳
は
、
明
治
時
代
か
ら
絶
え
間
な
く
発
展
し
て
い
る
。

　

近
現
代
日
本
語
と
翻
訳
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
翻
訳
語
研
究
者
・
比
較

文
学
研
究
者
の
柳
父
章
の
学
説
が
参
考
に
な
る
。「
近
代
以
後
の
日
本
は
、

西
洋
の
文
法
理
論
を
モ
デ
ル
と
し
て
受
け
入
れ
た
、
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
て
、
近
代
の
日
本
語
じ
た
い
を
、
西
洋
文
を
モ
デ
ル
と
し
て
つ
く
り
か

え
て
き
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
書
き
言
葉
の
日
本
語
は
、

ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
つ
く
り
か
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
西
洋
語
の
翻
訳
を

通
じ
て
、
日
本
語
じ
た
い
を
新
し
く
つ
く
っ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
」30
と
柳
父
は
述
べ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
主
語
の
創
出
お
よ
び

「
～
た
」
と
「
～
で
あ
る
」
と
「
彼
は
～
」
な
ど
の
現
代
日
本
語
の
基
本

的
な
構
文
は
「
翻
訳
構
文
」
で
あ
っ
て
、
日
本
語
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の

文
化
全
般
に
わ
た
っ
て
、
西
洋
を
モ
デ
ル
に
し
て
新
し
く
作
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
柳
父
以
外
に
、
日
本
語
が
翻
訳
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
た
と
述
べ
た

研
究
者
が
お
り
、
た
と
え
ば
沖
森
卓
也
は
著
書
の
中
で
、
西
洋
言
語
か
ら

近
代
日
本
語
の
漢
語
が
作
ら
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
使
役
の
使
用
や
抽
象
概

念
の
出
現
、
そ
れ
ら
の
言
語
使
用
の
出
現
が
翻
訳
の
結
果
で
あ
る
と
い
う

４
　
村
上
文
体
と
近
現
代
日
本
の
「
翻
訳
」
事
情

　

村
上
の
作
品
は
、
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
文

学
に
近
い
内
実
を
有
す
る
と
い
う
二
重
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
特
性
に

関
し
て
、
三
浦
玲
一

28
は
「
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
作
品
」29
と
い
う
定

義
を
与
え
て
い
る
。
三
浦
に
よ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
定
着
は
村
上
文
学
の

『
風
の
歌
を
聴
け
』
か
ら
始
ま
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
主
題
」
と
直
結

し
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
正
し
い
判
断
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

三
浦
は
日
本
近
現
代
文
学
の
翻
訳
事
情
に
つ
い
て
は
考
察
が
不
十
分
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
は
、
村
上
作
品
の
内
容
の
「
ア
メ
リ
カ
性
」、
ま

た
は
作
品
の
時
代
背
景
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
過
大
視
し
て
お
り
、

村
上
と
日
本
近
現
代
文
学
の
翻
訳
事
情
と
の
間
の
関
連
性
、
お
よ
び
村
上

も
日
本
文
学
の
歴
史
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
対
す
る
配
慮
が
足
り

な
い
と
思
わ
れ
る
。
日
本
文
学
は
そ
も
そ
も
翻
訳
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て

い
る
。
村
上
作
品
は
日
本
文
学
の
発
展
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、「
ア
メ
リ
カ

ナ
イ
ズ
」
や
「
翻
訳
文
体
」
と
い
う
類
の
特
性
は
、
あ
く
ま
で
も
「
翻

訳
」
の
過
程
が
よ
り
内
面
化
さ
れ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
村
上
作
品
の
テ
ク
ス
ト
に
内
包
さ
れ
て
い
る
の
が
英
語
文
学
の

精
髄
や
精
神
で
あ
る
、
と
い
う
二
重
性
は
、
日
本
文
学
の
伝
統
と
の
離
反

と
は
言
え
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
逆
に
日
本
語
の
文
体
の
新
た
な
生

成
、
ま
た
は
日
本
語
文
学
の
更
新
を
起
こ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
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こ
と
を
明
白
に
し
て
い
る

31
。

　

柳
父
の
言
う
、
翻
訳
が
文
化
を
作
る
こ
と
は
、
日
本
だ
け
で
発
生
し
た

文
化
現
象
で
は
な
い
。
翻
訳
研
究
者
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ヴ
ェ
ヌ
テ
ィ
に
よ
れ

ば
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
（
一
八
世
紀
～
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
）
で
も
、
翻

訳
が
文
学
を
発
展
さ
せ
る
事
象
が
起
こ
っ
た

32
。
翻
訳
は
「
国
内
の
文
学

的
な
言
説
の
創
造
に
寄
与
し
う
る
と
い
う
性
質
」
が
あ
り
、「『
反
映
』
や

自
己
認
識
の
プ
ロ
セ
ス
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
の
主
体
を

形
成
す
る
」
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
、
ヴ
ェ
ヌ
テ
ィ
は
述
べ
て
い
る
。

翻
訳
は
最
初
か
ら
日
本
文
学
の
進
歩
と
更
新
に
助
力
し
て
い
る
。
西
洋
近

代
市
民
社
会
に
お
い
て
育
て
ら
れ
た
、
文
学
精
神
と
小
説
技
法
は
、
明
治

の
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
近
代
日
本
の
自
然
主
義
小
説
の
繁
盛
を
触
発
し
た
。

明
治
時
代
の
小
説
、
例
え
ば
田
山
花
袋
の
『
蒲
団
』33
に
お
け
る
「
渠
は
」

と
い
う
構
文
は
、
欧
文
の
翻
訳
か
ら
使
い
始
め
た
三
人
称
代
名
詞
の
運
用

で
あ
る
。
翻
訳
的
語
法
・
翻
訳
構
文
に
関
し
て
、
夏
目
漱
石
は
、
一
九
〇

五
年
当
時
に
翻
訳
か
ら
新
し
く
造
ら
れ
、
使
わ
れ
始
め
た
文
章
語
を
活
用

し
て
い
た
。『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』34
の
タ
イ
ト
ル
の
構
文
（「
～
は
～
」

や
「
～
で
あ
る
」）
は
翻
訳
構
文
で
あ
っ
て
、
漱
石
は
そ
の
構
文
を
意
図

的
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

彼
は
心
臓
か
ら
手
を
放
し
て
、
枕
元
の
新
聞
を
取
り
上
げ
た
。
夜

具
の
中
か
ら
両
手
を
出
し
て
、
大
き
く
左
右
に
開
く
と
、
左
側
に

男
が
女
を
斬
つ
て
ゐ
る
絵
が
あ
つ
た
。
彼
は
す
ぐ
外
の
頁
へ
眼
を

移
し
た
。
其
所
に
は
学
校
騒
動
が
大
き
な
活
字
で
出
て
ゐ
る
。
代

助
は
、
し
ば
ら
く
、
そ
れ
を
読
ん
で
ゐ
た
が
、
や
が
て
、
惓
怠
さ

う
な
手
か
ら
、
は
た
り
と
新
聞
を
夜
具
の
上
に
落
し
た
。［
…
］
其

所
で
叮
嚀
に
歯
を
磨
い
た
。
彼
は
歯
並
の
好
い
の
を
常
に
嬉
し
く

思
つ
て
ゐ
る
。
肌
を
脱
い
で
綺
麗
に
胸
と
脊
を
摩
擦
し
た
。
彼
の

皮
膚
に
は
濃
か
な
一
種
の
光
沢
が
あ
る
。
香
油
を
塗
り
込
ん
だ
あ

と
を
、
よ
く
拭
き
取
つ
た
様
に
、
肩
を
揺
か
し
た
り
、
腕
を
上
げ

た
り
す
る
度
に
、
局
所
の
脂
肪
が
薄
く
漲
つ
て
見
え
る
。
か
れ
は

夫
に
も
満
足
で
あ
る
。
次
に
黒
い
髪
を
分
け
た
。
油
を
塗
け
な
い

で
も
面
白
い
程
自
由
に
な
る
。
髭
も
髪
同
様
に
細
く
且
つ
初
々
し

く
、
口
の
上
を
品
よ
く
蔽
ふ
て
ゐ
る
。
代
助
は
其
ふ
つ
く
ら
し
た

頬
を
、
両
手
で
両
三
度
撫
で
な
が
ら
、
鏡
の
前
に
わ
が
顔
を
映
し

て
ゐ
た
。
丸
で
女
が
御
白
粉
を
付
け
る
時
の
手
付
と
一
般
で
あ
つ

た
。
実
際
彼
は
必
要
が
あ
れ
ば
、
御
白
粉
さ
へ
付
け
か
ね
ぬ
程
に
、

肉
体
に
誇
を
置
く
人
で
あ
る
。
彼
の
尤
も
嫌
ふ
の
は
羅
漢
の
様
な

骨
骼
と
相
好
で
、
鏡
に
向
ふ
た
ん
び
に
、
あ
ん
な
顔
に
生
れ
な
く

つ
て
、
ま
あ
可
か
つ
た
と
思
ふ
位
で
あ
る
。
其
代
り
人
か
ら
御
洒

落
と
云
は
れ
て
も
、
何
の
苦
痛
も
感
じ
得
な
い
。
そ
れ
程
彼
は
旧

時
代
の
日
本
を
乗
り
超
え
て
ゐ
る

35
。
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夏
目
漱
石
『
そ
れ
か
ら
』
の
冒
頭
部
に
あ
る
一
節
で
あ
る
。
一
見
し
て
、

夏
目
漱
石
が
新
し
い
文
体
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
注
目
す
べ

き
点
は
、「
ル
形
」
で
止
め
る
文
、「
た
」
で
止
め
る
文
、
お
よ
び
「
で
あ

る
」
で
止
め
る
文
が
混
在
す
る
・
交
互
に
出
現
す
る
と
い
う
現
象
と
、

「
彼
は
」
の
多
用
で
あ
る
。
違
う
文
末
・
止
め
方
が
交
互
に
出
現
す
る
文

体
は
、
人
物
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
察
す
る
よ
う
な
臨
場
感
を
作
り
出
し
、

読
者
の
参
入
が
促
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
文
末
は
文
章
に
躍

動
感
と
リ
ズ
ム
を
与
え
、
語
り
の
内
容
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
、

多
く
の
読
者
を
惹
き
つ
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
節
で
使

わ
れ
て
い
る
「
彼
は
～
」
や
「
～
は
」
と
い
う
主
語
を
前
置
す
る
言
い
方
、

「
彼
」
と
い
う
代
名
詞
と
、
文
末
語
「
～
で
あ
る
」・「
～
だ
」
と
「
～

る
」・「
～
た
」
は
、
当
時
は
不
自
然
な
用
語
で
は
あ
る
が
、
夏
目
漱
石
は

そ
れ
を
意
識
的
に
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

夏
目
漱
石
は
英
語
が
達
者
で
あ
り
、
英
文
学
を
熟
知
し
て
い
る
。
彼
は

当
時
の
風
潮
に
身
を
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
体
の
実
験
を
行
い
、
日
本

語
の
文
体
を
新
し
く
作
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
村
上
春
樹
も
英
文
学

の
受
容
、
英
語
の
翻
訳
を
通
し
て
、
自
分
の
文
体
を
作
っ
た
。
村
上
の
文

体
は
し
ば
し
ば
「
翻
訳
文
体
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
呼
び

方
は
厳
密
で
は
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
翻
訳
文
体
」
と
い

う
言
葉
が
含
ん
で
い
る
性
質
は
、
村
上
特
有
の
も
の
、
ま
た
は
何
ら
か
の

特
別
に
新
鮮
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
明
治
時
代
か
ら
日

本
の
知
識
人
た
ち
は
、
積
極
的
に
翻
訳
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
に
な
い
文
体

を
生
み
出
し
て
い
た
。
日
本
語
文
学
の
み
な
ら
ず
、
近
代
日
本
語
自
体
は
、

そ
も
そ
も
欧
文
を
モ
デ
ル
と
し
て
人
為
的
に
作
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
文
章
語
は
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
作
り
替
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
現

代
口
語
文
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
や
英
語
な
ど
の
西
洋
語
の
翻

訳
に
よ
っ
て
新
し
く
造
り
出
さ
れ
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
日
本
語
文
学
、

さ
ら
に
言
え
ば
文
学
自
体
は
翻
訳
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
村
上
を
「
翻
訳
文
体
」
の
顕
著
な
特
異
な
作
家
と
認
定
す
る

考
え
方
は
適
切
で
は
な
い
。
こ
こ
で
一
つ
の
実
例
、「
翻
訳
調
」
と
言
わ

れ
た
志
賀
直
哉
の
文
章
を
見
よ
う
。

仙
吉
は
空
車
を
挽
い
て
帰
っ
て
来
た
。
彼
の
腹
は
十
二
分
に
張
つ

て
居
た
。
こ
れ
ま
で
も
腹
一
杯
に
食
つ
た
事
は
よ
く
あ
る
。
然
し
、

こ
ん
な
旨
い
も
の
で
一
杯
に
し
た
事
は
一
寸
憶
ひ
出
せ
な
か
つ
た
。

　

彼
は
不
図
、
先
日
京
橋
の
屋
台
鮨
屋
で
恥
を
か
い
た
事
を
憶
ひ

出
し
た
。
漸
く
そ
れ
を
憶
ひ
出
し
た
。
す
る
と
、
初
め
て
、
今
日

の
御
馳
走
が
そ
れ
に
関
係
を
持
つ
て
居
る
事
に
気
が
つ
い
た
。
若

し
か
し
た
ら
、
あ
の
場
に
居
た
ん
だ
、
と
思
つ
た
。
屹
度
さ
う
だ
。

併
し
自
分
の
居
る
所
を
ど
う
し
て
知
つ
た
ら
う
？
こ
れ
は
少
し
変

だ
、
と
彼
は
考
へ
た
。
さ
う
云
へ
ば
、
今
日
連
れ
て
行
か
れ
た
家

は
矢
張
り
先
日
番
頭
の
噂
を
し
て
み
た
、
あ
の
家
だ
。
全
体
ど
う
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し
て
番
頭
達
の
噂
ま
で
あ
の
客
は
知
つ
た
ら
う
？

　

仙
吉
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
く
な
つ
た
。
番
頭
達
が
其
鮨
屋
の

噂
を
す
る
や
う
に
、
Ａ
や
Ｂ
も
そ
ん
な
噂
を
す
る
事
は
仙
吉
の
頭

で
は
想
像
出
来
な
か
つ
た
。
彼
は
一
途
に
自
分
が
番
頭
達
の
噂
話

を
聴
い
た
、
其
同
じ
時
の
噂
話
を
あ
の
客
も
知
つ
て
ゐ
て
、
今
日

自
分
を
連
れ
て
行
つ
て
呉
れ
た
に
違
ひ
な
い
と
思
ひ
込
ん
で
了
つ

た
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
、
あ
の
前
に
も
二
三
軒
鮨
屋
の
前
を
通
り

な
が
ら
、
通
り
過
ぎ
て
了
つ
た
事
が
解
ら
な
い
と
考
へ
た

36
。

　

こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
志
賀
直
哉
の
特
徴
的
な
文
体
、「
～
は
～

た
」（「
仙
吉
は
～
た
」、「
彼
は
～
た
」）
が
頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
。
ま

た
、「
彼
は
～
考
え
た
・
思
っ
た
」
と
い
う
構
文
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
頻
度
の
高
さ
か
ら
言
う
と
、
作
家
は
文
体
の
形
式
に
か
な
り
力
を
入

れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
志
賀
の
文
体
は
文
の
長
さ
の
ア
レ
ン
ジ
が
絶
妙

で
、
メ
リ
ハ
リ
の
は
っ
き
り
し
た
リ
ズ
ム
が
あ
り
、「
た
」
で
止
め
る
文

の
連
続
か
ら
厳
粛
な
断
定
の
響
き
や
、
客
観
的
・
冷
静
な
感
覚
が
作
り
出

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
西
洋
思
想
と
西
洋
小
説
の
影
響
を
受
け
た

結
果
と
思
わ
れ
る
。
日
本
自
然
主
義
文
学
の
知
識
人
た
ち
は
、
西
洋
文
学

か
ら
文
体
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
漢
文
の
伝
統
を
受
け
た
東
洋
的
な
文
体
と

融
合
さ
せ
、
新
た
な
文
体
を
多
く
作
り
出
し
た
。
彼
ら
は
、
西
洋
文
学
を

基
礎
に
し
て
「
彼
は
～
」「
～
た
」「
～
で
あ
る
」
な
ど
の
文
型
を
作
り
、

一
つ
の
独
立
し
た
文
の
あ
り
方
、
完
結
し
た
文
体
、
さ
ら
に
言
え
ば
「
考

え
る
」
主
体
を
現
出
さ
せ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
村
上
は
確
か
に
自
分
な
り
の
文
体
・
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て

い
る
。
彼
の
文
章
を
読
め
ば
、
す
ぐ
に
そ
れ
は
村
上
が
書
い
た
も
の
だ
と

認
識
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
直
観
的
な
認
識
は
、
村
上
文
体
の
一
番
重
要

な
特
徴
と
も
い
う
べ
き
「
断
絶
」・
疎
隔
の
感
覚
に
由
来
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
感
覚
的
な
性
質
は
、
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
と
キ
ー

ツ
な
ど
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
作
家
か
ら
深
い
影
響
を
受
け
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

ル
ド
か
ら
受
け
継
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。H

arold Bloom

37
は
、
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
ア
メ
リ
カ
の
キ
ー
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
リ
ー
と
評
し
、

そ
れ
ら
の
時
代
遅
れ
で
あ
り
な
が
ら
反
伝
統
の
作
風
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ

ム
を
肯
定
し
た
文
学
者
た
ち
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
作
品
を
触
発
し
た

と
言
う
。

　

ま
た
、N

icolas Tredell

38
に
よ
る
と
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
に
も
っ
と
も

直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
の
が
エ
リ
オ
ッ
ト
の
『
荒
地
』
で
あ
っ
て
、
モ

ダ
ニ
ズ
ム
作
品
は
驚
嘆
す
べ
き
方
式
で
伝
統
的
な
芸
術
の
形
式
を
断
片
化

し
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
作
品
の
誕
生
に
刺
激
的
で
挑
発
的
な
文
化
的

な
背
景
を
作
り
出
し
た
。
そ
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
芸
の
特
徴
は

strangeness

（
疎
隔
感
・
奇
妙
さ
・
馴
染
み
の
な
さ
）
と
い
う
感
覚
的

な
性
質
、
つ
ま
り
真
実
が
常
に
相
対
的
か
つ
暫
定
的
な
も
の
で
、
世
界
と

宇
宙
が
異
質
的
な
も
の
だ
と
い
う
感
覚
で
あ
る
とTredell

は
述
べ
る
。
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フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
ス
タ
イ
ル
は
ま
さ
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
こ
の
特
徴

を
継
承
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。strangeness

の
感
覚
は
、

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
か
ら
多
く
学
ん
だ
村
上
春
樹
の
作
品
に
お
い
て
も

読
み
取
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
英
語
文
学
の
受
容
よ
り
、
も
っ
と
肝
心
な
の
は
日
本
語
を
練

り
上
げ
る
こ
と
へ
の
村
上
の
注
力
で
あ
る
。
村
上
自
身
も
強
調
し
て
い
る

よ
う
に
、
彼
の
文
章
に
関
す
る
一
番
重
要
な
こ
だ
わ
り
は
シ
ン
プ
ル
な
言

葉
で
深
い
意
味
内
容
を
語
る
こ
と

39
で
あ
る
。
言
葉
遣
い
が
簡
単
だ
が
意

味
内
容
が
難
解
か
つ
深
奥
と
い
う
文
章
の
特
性
、
そ
の
よ
う
な
文
章
が
与

え
る
魅
力
的
な
流
動
性
と
、
神
秘
性
を
伴
っ
た
美
的
感
覚
は
、
読
者
た
ち

の
心
を
掴
む
。
そ
の
よ
う
な
言
葉
の
誕
生
は
、
最
初
の
作
品
『
風
の
歌
を

聴
け
』
を
書
く
と
き
に
行
わ
れ
た
「
翻
訳
」
と
「
移
植
」
の
プ
ロ
セ
ス
が

な
け
れ
ば
現
れ
て
こ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

村
上
は
自
分
の
内
面
に
適
し
た
日
本
語
の
表
現
を
発
明
す
る
こ
と
に
注

力
し
た
。
彼
が
見
つ
け
た
方
法
は
「
翻
訳
」
で
あ
っ
た
。
再
三
の
推
敲
を

通
し
て
、
新
た
な
日
本
語
文
体
が
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
偶
然
の
結
果

と
は
言
え
る
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
出
現
し
て
く
る
必
然
で
も
あ
る
。

こ
れ
は
前
述
し
た
村
上
の
訳
が
野
崎
版
よ
り
良
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り

翻
訳
が
時
代
と
と
も
に
進
歩
し
続
け
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
村
上
は
英

文
学
を
よ
り
深
い
内
面
に
受
け
入
れ
て
消
化
し
た
た
め
、
も
っ
と
自
然
な

形
で
吸
収
し
た
西
洋
文
化
の
栄
養
を
活
用
し
て
い
る
。
言
葉
は
「
交
通
」

を
根
底
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
異
質
な
他
者
と
の
交
流
、
異
質
の
文

化
の
間
の
交
通
が
な
け
れ
ば
、
言
葉
は
消
滅
す
る
の
だ
ろ
う
。
英
米
文
学

に
学
ん
だ
こ
と
を
も
っ
て
日
本
語
で
語
る
こ
と
、
本
質
的
な
翻
訳
を
行
う

こ
と
、
そ
こ
で
近
現
代
日
本
語
の
持
つ
創
造
性
が
触
発
さ
れ
る
。
他
者
に

深
く
学
ん
だ
り
、
自
己
を
異
質
化
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い

自
分
自
身
、
あ
る
い
は
以
前
に
発
見
で
き
な
か
っ
た
自
己
が
浮
上
す
る
。

村
上
が
行
っ
た
文
体
の
生
成
は
、
言
葉
そ
の
も
の
の
特
性
に
由
来
す
る
本

質
的
な
翻
訳
行
為
を
根
源
に
し
て
い
る
。
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